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リース後 150 ミリ秒以降の視界を遮蔽（R+150），インパクト前 150 ミリ秒以降の視
界を遮蔽（I-150），視界遮蔽なし（NO）の 3 条件をランダムに実施した際の打撃正
確性について検討した．打者は R+150 条件でもボールを打つことができた．また，バ
ットの短軸方向の打撃正確性は R+150 条件に比べ I-150 条件および NO 条件では有意






した．バットスイング動作が始まる Swing Phase の初期までは眼球と頭部の動きは安
定しており，ボールを確実に追跡していた．しかし，ボールの移動角速度とスイング
動作が速くなる Swing Phase 後半では，頭部の動きも速くなり，個人差も見られた．
また，眼球運動も不安定になっていた．しかし，第 4 章で示唆された，正確な打撃に
必要なインパクト 150 ミリ秒前までの視認動作は安定しており，熟練した打者はその
ような視認動作で正確なボール到達位置の予測をする方策をとっていると考えられる． 
 
【第６章：総括論議】 
 本博士論文では熟練した野球打者の正確な打撃に関する数量的な指標を見出し，投
球視認能力が正確な打撃において特に重要であることを明らかにした．打撃正確性の
向上を目指す打者は，まず正確で信頼性のあるバットコントロール能力を身に着け，
その後に投球実打における打撃結果をもとに感覚入力の誤差を認識・修正していくべ
きだと考えられる． 
